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次にこの熟成の意義を解明するために， PlVILG の溶液粘度について重合直後から l 年以上にわた
る長期変化を測定し，粘度値が最初低下し後には上昇の傾向をもち，この特殊な変化がヘリックス分
子の凝集からミクロフィプリノレ形成への変化に対応することをつきとめた。またミクロフィブリノレは
結晶化時において直径は 40，....，70 Å で，熟成時間と共にその内部における分子の平行ー度が上昇してい
ることもわかった。正負の球品形成の原因はミクロフィブリノレの形態の差，分子平行度の差によるも
のと考えられるが，これについては今後の研究に待たねばならないD
次に種類の異なるペプチド，例えばポリ・βーメチノレ・L-アスパテート，ポリ -L-アラニン，ポリ -r-ベ
ンジノレク勺レタメートなどについても同様の実験を行ない，その側鎖の性質，溶媒の条件によっては，
前記ミクロフィブリ jレのみでなく，超ヘリックス状晶のできることを発見し，またその機構をも考察
し，これら超ヘリックスと天然蛋白質たる羊毛中に発見されている超ヘリックス構造との類似性につ
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いても検討を加えた。
以上本論文は今日までほとんど未知のまま残されていたポリペプチドの溶液結品化における，溶
媒， ifri度，熟成時間と析出する球晶の形態学的性質，結晶構造などの関係を明らかにし，かつ結晶成
長の機構に新しい知見を加えたことに大きい意義があり， 7 編の既発表論文および繊維物質の構造，
物性に関する 30編以上の参考論文と共に理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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